
Y H は 石 狩 川 の 流 れ る 北 空 知 平 野 を 一 望

す る 丘 の 上 に 建 つ 、 赤 い 屋 根 の ロ グ ハ

ウ ス 。 リ ン ゴ を メ イ ン に 2 ヘ ク タ ー ル

の 農 園 を 併 設 し 、 秋 に は リ ン ゴ の 直 売 、

地 方 発 送 も 。 四 季 折 々 の 風 情 を 味 わ い

つ つ 、 ゆ っ た り と し た 田 園 風 景 の 中 で

の ん び り と お く つ ろ ぎ く だ さ い 。

イ ル ム の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 7 4- 1 2 7 3 北 海 道 深 川 市 音 江 町 音 江 5 4 6- 2

☎ 0 1 6 4- 2 5- 1 0 0 0

「 休 日 は ロ グ ハ ウ ス で ！ 」 が 合 言 葉 の 本 格 的 ロ グ ハ ウ ス

J R 宗 谷 本 線 ラ ッ セ ル 車 の 撮 影 ガ イ ド が

人 気 の 宿 。 館 内 か ら 列 車 や き れ い な 夕

日 が 見 え 、 近 く に ひ ま わ り 畑 、 天 文 台 、

温 泉 、 広 大 な 公 園 、 雪 質 日 本 一 の ス キ ー

場 、 カ ー リ ン グ 場 が あ り ま す 。 朝 食 は

自 家 製 焼 き た て パ ン が 基 本 で す 。 全 室

空 気 清 浄 機 、 エ ア コ ン 完 備 。

な よ ろ サ ン ピ ラ ー ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 9 6- 0 0 6 6 北 海 道 名 寄 市 日 進 3 9 1- 2

☎ 0 1 6 5 4- 2- 2 9 2 1

J R 宗 谷 本 線 「 日 進 駅 」 か ら 徒 歩 5 分 。 バ イ ク ガ レ ー ジ ま で 舗 装 済 み ！

｢ 愛 と ロ マ ン の 8 時 間 コ ー ス 」 が 有 名 な

礼 文 島 。 Y H で も ほ ぼ 毎 日 ツ ア ー を 出 し

て い ま す 。 大 勢 で 歩 く 1 日 は い い 思 い

出 に な り ま す 。Y H は 島 の 西 海 岸 に あ り 、

海 に 沈 む 夕 日 が 最 高 で す 。 そ し て 、 夜

は ミ ー テ ィ ン グ 。 み ん な で 歌 っ て 踊 っ

て 盛 り 上 が っ て く だ さ い 。

桃 岩 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 9 7- 1 2 0 1 北 海 道 礼 文 郡 礼 文 町 香 深

☎ 0 1 6 3- 8 6- 1 4 2 1

最 北 の 旅 の 我 が 家

北 の 果 て の 鉄 路 ・ J R 宗 谷 本 線 「 塩 狩 駅 」

か ら 徒 歩 2 分 。 線 路 沿 い に 建 つ ト レ イ

ン ビ ュ ー の 宿 で す 。 鳥 の 声 が 聞 こ え る

自 然 の 中 に 、 マ ネ ー ジ ャ ー 自 ら 丸 太 小

屋 を 建 て ま し た 。 塩 狩 峠 は 三 浦 綾 子 さ

ん の 小 説 の 舞 台 。 桜 、 深 緑 、 紅 葉 、 白

銀 と 四 季 折 々 の 楽 し み が あ り ま す 。

塩 狩 ヒ ュ ッ テ ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 9 8- 0 1 2 5 北 海 道 上 川 郡 和 寒 町 字 塩 狩 5 0 3 番 2

☎ 0 1 6 5- 3 2- 4 6 0 0 / 0 9 0- 1 9 6 3- 3 5 2 4

こ こ は 峠 の 小 さ な 宿 。 灯 り を と も し て 旅 人 た ち を 迎 え ま す

四 季 彩 の 丘 ま で 徒 歩 2 0 分 ！ 青 い 池 、

フ ァ ー ム 富 田 ま で 車 で 2 0 分 ！ 旭 山 動 物

園 ま で 車 で 4 5 分 ！ 美 瑛 ・ 富 良 野 ・ 旭 川

観 光 に 便 利 な 立 地 で す 。 お 部 屋 は テ レ

ビ 、 空 気 清 浄 機 、 エ ア コ ン 完 備 で 、 バ

ス タ オ ル 等 の ア メ ニ テ ィ も ご 用 意 。 浴

室 は 貸 切 で ご 利 用 い た だ け ま す 。

美 馬 牛 リ バ テ ィ ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 7 1- 0 4 6 2 北 海 道 上 川 郡 美 瑛 町 字 美 馬 牛 南 1- 1- 2 4

☎ 0 1 6 6- 9 5- 2 1 4 1

美 瑛 の 丘 散 策 に 便 利 な J R 富 良 野 線 「 美 馬 牛 駅 」 か ら 徒 歩 1 分 ！

Y H か ら 摩 周 湖 第 一 展 望 台 ま で わ ず か

5. 5 k m 。 車 で 1 0 分 弱 の 地 の 利 を 生 か し

て 思 う 存 分 、 摩 周 湖 を お 楽 し み く だ さ

い 。 周 囲 に は 牧 場 が 点 在 し 、 北 海 道 の

イ メ ー ジ そ の ま ま の 風 景 。 そ ん な 素 敵

な 環 境 な が ら 料 金 は リ ー ズ ナ ブ ル ！ 滞

在 型 宿 泊 に も う っ て つ け で す ♪

摩 周 湖 ユ ー ス ホ ス テ ル

世 界 一 級 の 透 明 度 を 誇 る 摩 周 湖 に 一 番 近 い 宿

〒 0 8 8- 3 2 2 2 北 海 道 川 上 郡 弟 子 屈 町 弟 子 屈 原 野 8 8 3

☎ 0 1 5- 4 8 2- 3 0 9 8

厚 岸 は 江 戸 時 代 建 立 の 国 泰 寺 に 始 ま る

歴 史 あ る 港 町 で 、 海 の 眺 め も 素 晴 ら し

く 、 の ん び り 歩 く の が お す す め 。 名 物

は な ん と い っ て も カ キ 。 グ ル メ パ ー ク

「 コ ン キ リ エ 」 は 観 光 客 で 賑 わ っ て い ま

す 。 ボ リ ュ ー ム た っ ぷ り な Y H の 食 事 も

新 鮮 な 地 の 物 を 使 っ て い ま す 。

厚 岸 愛 冠 ユ ー ス ホ ス テ ル

美 し い 自 然 と 海 の 幸 を 満 喫 し ま せ ん か

〒 0 8 8- 1 1 1 4 北 海 道 厚 岸 郡 厚 岸 町 湾 月 2 丁 目 8 番 地

☎ 0 1 5 3- 5 2- 2 0 5 4

池 田 ・ 帯 広 を 中 心 と し て 十 勝 川 流 域 に

広 が る 十 勝 平 野 は 、 北 海 道 ら し い 雄 大

な 景 観 。 周 辺 に は 展 望 台 あ り 、 牧 場 あ

り 、 温 泉 あ り と 見 ど こ ろ が あ ふ れ て い

ま す 。 旅 好 き な 夫 婦 二 人 で 営 む 当 Y H は

定 員 が 少 な く 、 ア ッ ト ホ ー ム な 宿 で す 。

の ん び り と お 過 ご し く だ さ い 。

池 田 北 の コ タ ン ユ ー ス ホ ス テ ル

一 人 旅 、 大 歓 迎 ！ 広 ー い 十 勝 を 味 わ え る ア ッ ト ホ ー ム な 宿

〒 0 8 3- 0 0 3 1 北 海 道 中 川 郡 池 田 町 利 別 西 町 9 9- 4

☎ 0 1 5- 5 7 2- 3 6 6 6

雄 大 な 斜 里 岳 を 望 む 当 Y H は 知 床 と 摩 周

湖 の 中 間 に あ り 、 知 床 ・ 道 東 観 光 、 斜

里 岳 登 山 の 拠 点 と し て 最 適 な ロ ケ ー

シ ョ ン 。 知 床 五 湖 ガ イ ド ツ ア ー ・ 熱 気

球 フ リ ー フ ラ イ ト ・ 神 の 子 池 ス ノ ー

シ ュ ー 等 の オ ホ ー ツ ク を ま る ご と 楽 し

む ア ク テ ィ ビ テ ィ 体 験 も 満 喫 で き ま す 。

Y H A 清 里 イ ー ハ ト ー ヴ ユ ー ス ホ ス テ ル

知 床 観 光 の 拠 点 に 最 適 ♪ 感 動 の 夕 陽 と 満 天 の 星 空 に 出 会 う ひ と 時 を ♪

〒 0 9 9- 4 4 0 3 北 海 道 斜 里 郡 清 里 町 向 陽 2 8 2

☎ 0 1 5 2- 2 5- 3 9 9 5

ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

北 海 道 ／ 青 森 県 ／ 岩 手 県 ／ 宮 城 県 ／ 秋 田 県 ／ 山 形 県

※ 掲 載 さ れ て い る 情 報 は 2 0 2 5 年 6 月 2 0 日 現 在 の も の で す 。

　 各 ユ ー ス ホ ス テ ル の 最 新 情 報 は 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会  H P を ご 確 認 く だ さ い 。
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地 下 鉄 を 降 り れ ば 目 の 前 が Y H 。 大 通 公

園 や 時 計 台 、 繁 華 街 ・ ス ス キ ノ ま で 地

下 鉄 で 5 分 と 市 内 観 光 に 便 利 で 、 豊 平

公 園 、 中 島 公 園 へ も 歩 い て 行 く こ と が

で き ま す 。 札 幌 で は 貴 重 な 無 料 駐 車 場

完 備 。 近 く に 道 立 ス ポ ー ツ 施 設 も あ り 、

ス ポ ー ツ 等 の 合 宿 に も 適 し て い ま す 。

札 幌 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 6 2- 0 9 0 6 北 海 道 札 幌 市 豊 平 区 豊 平 6 条 6 丁 目 5- 3 5

☎ 0 1 1- 8 2 5- 3 1 2 0

「 札 幌 駅 」 か ら 地 下 鉄 で 6 分 。 交 通 至 便 な 都 会 派 ユ ー ス ホ ス テ ル

1 0 0 ｍ 内 外 の 断 崖 絶 壁 が 太 平 洋 に 面 し 、

1 0 数 k m に わ た る 自 然 美 の 室 蘭 。 北 海

道 三 大 岬 の ひ と つ ・ 地 球 岬 は 圧 巻 で す 。

当 Y H は 北 海 道 建 築 の 父 ・ 田 上 義 也 の 作

品 で 、 丘 陵 地 帯 の 一 角 に あ り 絶 好 の ロ

ケ ー シ ョ ン 。 前 庭 か ら の 夜 景 や 水 平 線

か ら の 日 の 出 が 自 慢 で す 。

室 蘭 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 5 0- 0 0 8 4 北 海 道 室 蘭 市 み ゆ き 町 3- 1 2- 2

☎ 0 1 4 3- 4 4- 3 3 5 7

太 平 洋 に 面 し た 小 高 い 丘 に 建 つ 館 ・ 白 い 船 ！

羽 幌 遊 歩 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 7 8- 4 1 2 3 北 海 道 苫 前 郡 羽 幌 町 栄 町 2 6 0

☎ 0 1 6 4- 6 2- 2 1 4 6

日 本 海 オ ロ ロ ン ラ イ ン の 真 ん 中 で す 。 天 売 島 ・ 焼 尻 島 へ は こ こ か ら ！

十 勝 の 中 心 ・ 帯 広 市 の 郊 外 に 位 置 し 、

周 辺 で は ア ウ ト ド ア 、 グ ル メ 、 温 泉 、 ガ ー

デ ン 巡 り が 楽 し め ま す 。 日 帰 り で 阿 寒 ､

大 雪 ､ 釧 路 湿 原 な ど に も 行 け る 、 道 東 の

旅 の 入 口 。 Y H で は 地 場 産 の 食 材 や 無 添

加 の 調 味 料 を 使 い 、 ホ ッ と で き る 料 理

の 提 供 を 心 が け て い ま す 。

ト イ ピ ル カ 北 帯 広 ユ ー ス ホ ス テ ル

山 小 屋 風 、 オ ー ナ ー 手 作 り の ゆ っ た り く つ ろ げ る 宿

〒 0 8 0- 0 2 7 2 北 海 道 河 東 郡 音 更 町 下 士 幌 北 4 線 東 5 2- 8

☎ 0 1 5 5- 3 0- 4 1 6 5

屈 斜 路 原 野 ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス

絶 景 ・ 雲 海 ・ 大 自 然 ・ デ ザ イ ナ ー ズ ホ ス テ ル ・ 元 板 前 ・ 温 泉 か け 流 し

〒 0 8 8- 3 3 4 1 北 海 道 川 上 郡 弟 子 屈 町 字 屈 斜 路 原 野 4 4 3- 1

☎ 0 1 5- 4 8 4- 2 6 0 9

奇 岩 が 立 ち 並 ぶ 海 岸 線 と 、 透 明 度 の 高

い 海 が 広 が る 自 然 い っ ぱ い の 積 丹 半 島 。

神 威 岬 の 朝 日 、 夕 日 は 感 動 的 で す 。 Y H

の 食 卓 に は 、 道 内 屈 指 の 港 町 ・ 積 丹 で

取 れ た 魚 介 類 が 並 び ま す 。 郷 土 料 理 「 浜

ナ ベ 」 や ウ ニ 丼 な ど 、 新 鮮 で お い し い 食

事 を ぜ ひ 味 わ っ て く だ さ い 。

積 丹 ユ ー ス ホ ス テ ル

海 の 見 え る お 部 屋 あ り ま す

〒 0 4 6- 0 3 2 2 北 海 道 積 丹 郡 積 丹 町 大 字 余 別 町 2 9 7

☎ 0 1 3 5- 4 6- 5 0 5 1

ぬ か び ら 源 泉 郷 は 大 雪 山 国 立 公 園 内 の

静 か な 温 泉 街 。 糠 平 湖 で の カ ヌ ー や 釣

り 、 周 辺 の 山 々 へ の 登 山 、 冬 に は ス キ ー

と 四 季 折 々 の 楽 し み が あ り ま す 。 崩 壊

が 進 む タ ウ シ ュ ベ ツ 川 橋 梁 の 見 学 ツ ア ー

を 始 め 、 サ イ ク リ ン グ や ス ノ ー シ ュ ー な

ど 各 種 ツ ア ー を 実 施 し て い ま す 。

東 大 雪 ぬ か び ら ユ ー ス ホ ス テ ル

大 雪 山 の 自 然 に 囲 ま れ た 、 源 泉 か け 流 し の 温 泉 宿

〒 0 8 0- 1 4 0 3 北 海 道 河 東 郡 上 士 幌 町 ぬ か び ら 源 泉 郷

☎ 0 1 5 6 4- 4- 2 0 0 4

島 牧 は 北 限 帯 の ブ ナ 林 、 道 内 一 の 賀 老

の 滝 、 高 山 植 物 の 宝 庫 の 狩 場 山 ・ 大 平 山 、

真 青 な 日 本 海 な ど 本 当 の 自 然 が い っ ぱ

い 。 こ の 自 然 の 中 で の 野 イ チ ゴ 摘 み 、

き の こ 狩 り 、 川 の イ ワ ナ 釣 り 、 舟 の ヒ

ラ メ 釣 り 、 そ し て Y H 内 で の 陶 芸 な ど 体

験 メ ニ ュ ー も 充 実 し て い ま す 。

島 牧 ユ ー ス ホ ス テ ル

食 事 は 新 鮮 な 山 海 の 幸 た っ ぷ り ！

〒 0 4 8- 0 6 3 1 北 海 道 島 牧 郡 島 牧 村 字 千 走 2 1

☎ 0 1 3 6- 7 4- 5 2 6 4

海 と 山 を 同 時 に 見 る こ と が で き る 場 所

に 建 つ 、 1 9 6 5 年 開 設 の 歴 史 あ る  Y H 。

世 界 で 最 も 北 に 住 む ニ ホ ン ザ ル や 特 別

天 然 記 念 物 の ニ ホ ン カ モ シ カ と 出 会 え

る 所 で 、 自 然 観 察 に 適 し た 「 自 然 と 親 し

む 宿 」 で す 。 時 間 を た っ ぷ り と っ て 、 青

い 森 を 歩 い て み ま せ ん か 。

脇 野 沢 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 3 9- 5 3 3 2 青 森 県 む つ 市 脇 野 沢 瀬 野 川 目 4 1

☎ 0 1 7 5- 4 4- 2 3 4 1

北 限 の サ ル 、 カ モ シ カ な ど 自 然 観 察 に 適 し た 宿

北 海 道 を 代 表 す る 山 ・ 羊 蹄 山 の 麓 に 広

が る 畑 の 中 に あ る 一 軒 宿 で す 。 羊 蹄 山

真 狩 登 山 口 ま で 車 で 5 分 。 登 山 や バ ッ

ク カ ン ト リ ー ス キ ー の 基 地 と し て 最 適

で す 。 羊 蹄 の 自 然 を 満 喫 し た ら 、 近 く

の ま っ か り 温 泉 に 浸 か っ て 、 満 天 の 星

空 を 眺 め て 体 と 心 を 休 め て く だ さ い 。

ま っ か り ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 4 8- 1 6 1 5 北 海 道 虻 田 郡 真 狩 村 字 緑 岡 9 4- 2

☎ 0 1 3 6- 4 5- 2 4 3 2

羊 蹄 山 を 眺 め な が ら 、 の ん び り と 過 ご し て く だ さ い
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民 話 の ふ る さ と 遠 野 。 そ の 田 園 の 真 ん

中 に 建 つ Y H は 、 ハ イ グ レ ー ド な が ら も

ア ッ ト ホ ー ム な 宿 で す 。 田 園 風 景 と 大

自 然 の 中 に 、 い ろ い ろ な 物 語 が 隠 さ れ

て い る 遠 野 の 里 。 遠 野 は 見 る 所 で は な

く 、 感 じ る 所 で す 。 あ な た だ け の 「 遠 野

物 語 」 を 創 り に お い で く だ さ い 。

遠 野 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 0 2 8- 0 5 5 5 岩 手 県 遠 野 市 土 淵 町 土 淵 1 3- 3 9- 5

☎ 0 1 9 8- 6 2- 8 7 3 6

仙 台 の 街 中 に あ る 自 宅 開 放 の Y H で す 。

原 則 と し て 男 女 別 の 相 部 屋 で す が 、 家

族 、 グ ル ー プ の 利 用 に も 対 応 。 市 内 観

光 は も ち ろ ん 、 松 島 ・ 蔵 王 ・ 山 寺 ・ 平 泉

等 の 観 光 に も 、 東 北 一 の 飲 食 街 ・ 国 分

町 へ 行 く に も 便 利 で す 。 当 Y H に は 駐 車

場 が な い の で ご 注 意 く だ さ い 。

メ ー プ ル 仙 台 ユ ー ス ホ ス テ ル
〒 9 8 1- 0 9 3 3 宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 柏 木 1- 9- 3 5

☎ 0 2 2- 2 3 4- 3 9 2 2

Y H の あ る 唐 桑 半 島 は 宮 城 県 の 東 の 果

て 。 青 森 か ら 福 島 ま で の 海 岸 線 を つ な

ぐ ロ ン グ ト レ イ ル の ほ ぼ 中 間 点 に あ り

ま す 。 宮 城 オ ル レ の 唐 桑 コ ー ス も あ り 、

大 理 石 の 奇 岩 怪 石 が 連 な る 海 と 、 静 か

な 漁 村 の 変 化 に 富 ん だ 四 季 折 々 の 自 然

を ト レ ッ キ ン グ で 満 喫 で き ま す 。

空 路 で 鹿 児 島 か ら 1 時 間 、 奄 美 大 島 か

ら わ ず か 2 0 分 。 世 界 的 に も 希 少 な 隆 起

サ ン ゴ 礁 の 島 ・ 喜 界 島 に 、 2 0 2 5 年 4 月 、

新 し い  Y H が オ ー プ ン し ま し た 。 空 港

か ら 徒 歩 3 分 、 フ ェ リ ー タ ー ミ ナ ル か

ら 徒 歩 1 0 分 と 交 通 至 便 で す 。 サ ト ウ キ

ビ 畑 が ど こ ま で も 続 く 喜 界 島 に は 、 例

年 冬 に ザ ト ウ ク ジ ラ が 子 育 て に 訪 れ 、

歴 史 と 伝 説 も 豊 富 。 た ん か ん や パ ッ シ ョ

ン フ ル ー ツ な ど 島 特 産 の 果 物 と 、 黒 糖

を 使 っ た ス イ ー ツ や 焼 酎 、 ヤ ギ 料 理 な

ど グ ル メ も 楽 し み 。 ハ ブ の い な い こ の

島 で 、 豊 か な 自 然 と ゆ っ た り 流 れ る 時

間 を 満 喫 し て く だ さ い 。

リ ア ス 唐 桑 ユ ー ス ホ ス テ ル

民 話 の ふ る さ と 遠 野 。 旅 人 た ち の 陽 だ ま り の 宿

夕 食 に も 敗 け な い 朝 ご は ん で あ な た の 今 日 の 旅 を 応 援 し ま す

な つ か し い 海 の 景 色 が こ こ に あ る 。 新 鮮 な 海 の 幸 が 食 べ ら れ る ユ ー ス ホ ス テ ル 。

〒 9 8 8- 0 5 6 3 宮 城 県 気 仙 沼 市 唐 桑 町 中 井 2- 8

☎ 0 2 2 6- 3 2- 2 4 9 0

Y H の 周 辺 は 公 的 機 関 が 多 く 、 静 か で 心

落 ち 着 く 環 境 で す 。 レ ス ト ラ ン で は 「 地

の も の 、 旬 の も の 」 を 提 供 し 、 地 酒 も 各

種 準 備 し て い ま す 。 館 内 に は 大 中 小 の

各 研 修 室 が あ り 、 無 料 駐 車 場 は 8 0 台 収

容 可 能 。 日 本 三 景 松 島 、 国 宝 大 崎 八 幡

神 社 へ は 車 で 3 0 分 で す 。

エ ス ポ ー ル み や ぎ ユ ー ス ホ ス テ ル

静 か な 環 境 の 中 で 交 流 ・ 出 会 い を

〒 9 8 3- 0 8 3 6 宮 城 県 仙 台 市 宮 城 野 区 幸 町 4- 5- 1

☎ 0 2 2- 2 9 3- 4 6 3 1

東 北 を 代 表 す る 桜 の 名 所 ・ 柴 田 町 は 仙

台 、 山 形 、 福 島 や 空 港 、 港 へ も ア ク セ

ス が 良 く 、 仙 台 ま る ご と パ ス を 使 っ て

の 観 光 が お す す め 。 県 内 外 に 点 在 す る

温 泉 施 設 も 楽 し め ま す ！ 快 食 （ 手 作 り 料

理 ） 快 眠 （ ホ テ ル 仕 様 ベ ッ ド ） 快 浴

（ ジ ェ ッ ト バ ス ） が モ ッ ト ー で す 。

ウ ェ ル か も 船 岡 ユ ー ス ホ ス テ ル

南 東 北 の 拠 点 ！ 花 の 町 し ば た （ 船 岡 ） の 旅 の 我 が 家

〒 9 8 9- 1 6 0 4 宮 城 県 柴 田 郡 柴 田 町 船 岡 東 1- 9- 2 7- 5

☎ 0 2 2 4- 5 5- 0 5 3 7

横 手 盆 地 の 真 ん 中 、 田 園 地 帯 に あ る

Y H 。 角 館 、 横 手 ま で  1 時 間 以 内 の 好 立

地 で 、 春 は 角 館 の 枝 垂 桜 、 夏 は 日 本 有

数 の 大 曲 花 火 競 技 会 、 冬 に は 横 手 や 六

郷 の か ま く ら 祭 り な ど イ ベ ン ト が 多 数

開 催 さ れ ま す 。 周 辺 に は 公 共 の 温 泉 施

設 も 数 多 く 、 温 泉 巡 り も 楽 し み で す 。

大 曲 ユ ー ス ホ ス テ ル

横 手 盆 地 の 真 ん 中 、 角 館 ・ 横 手 の 観 光 拠 点

〒 0 1 4- 1 4 1 2 秋 田 県 大 仙 市 藤 木 字 甲 本 藤 木 4 6- 1

☎ 0 1 8 7- 6 5- 3 4 5 1

ひ が し ね ベ ア フ ッ ト ユ ー ス ホ ス テ ル

果 樹 園 の 中 に あ る 友 人 の 家 感 覚 の 小 さ な お 宿 で す

〒 9 9 9- 3 7 6 5 山 形 県 東 根 市 神 町 南 1- 3- 3 9

☎ 0 2 3 7- 4 7- 1 0 5 7

ユ ー ス ホ ス テ ル Ki k ai

奄 美 大 島 の 隣 、 隆 起 サ ン ゴ 礁 の 喜 界 島 に 新 し い ユ ー ス ホ ス テ ル が オ ー プ ン ！

〒 8 9 1- 6 2 0 2 鹿 児 島 県 大 島 郡 喜 界 町 湾 5 0 0- 8

☎ 0 9 9 7- 6 9- 3 8 3 9
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北 海 道

北 方 領 土 （ 北 方 四 島 ）

青 森

秋 田

岩 手

山 形

福 島

新 潟

宮 城

ひ が し ね ベ ア フ ッ ト ユ ー ス ホ ス テ ル

大 曲 ユ ー ス ホ ス テ ル

ウ ェ ル か も 船 岡 ユ ー ス ホ ス テ ル

エ ス ポ ー ル み や ぎ ユ ー ス ホ ス テ ル

リ ア ス 唐 桑 ユ ー ス ホ ス テ ル

メ ー プ ル 仙 台 ユ ー ス ホ ス テ ル

遠 野 ユ ー ス ホ ス テ ル

脇 野 沢 ユ ー ス ホ ス テ ル

ま っ か り ユ ー ス ホ ス テ ル

札 幌 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

羽 幌 遊 歩 ユ ー ス ホ ス テ ル

室 蘭 ユ ー ス ホ ス テ ル

島 牧 ユ ー ス ホ ス テ ル

積 丹 ユ ー ス ホ ス テ ル

ト イ ピ ル カ 北 帯 広 ユ ー ス ホ ス テ ル

東 大 雪 ぬ か び ら ユ ー ス ホ ス テ ル

屈 斜 路 原 野 ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス

Y H A 清 里 イ ー ハ ト ー ヴ ユ ー ス ホ ス テ ル

池 田 北 の コ タ ン ユ ー ス ホ ス テ ル

厚 岸 愛 冠 ユ ー ス ホ ス テ ル

摩 周 湖 ユ ー ス ホ ス テ ル

塩 狩 ヒ ュ ッ テ ユ ー ス ホ ス テ ル

な よ ろ サ ン ピ ラ ー ユ ー ス ホ ス テ ル

イ ル ム の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

美  馬  牛 リ バ テ ィ ユ ー ス ホ ス テ ル

桃 岩 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル
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